
平成 25（2013）年

せとうち広
報

「人と自然が織りなす しあわせ実感都市 瀬戸内」を目指して

1

ぐ全国第３位。瀬戸内市はそのうち約４割を占める全国的にも知られた産地
で、朝日が美しい虫明湾（写真上）や錦海湾に並ぶいかだなどで養殖されて
います。今が最盛期のカキ。今晩は土手鍋やフライなどはいかがでしょうか。

カキ（写真左）は亜
鉛、鉄分、マンガン
などのミネラルやグ
リコーゲン、タンパ
ク質などを豊富に含
んでおり、別名「海
のミルク」とも言わ
れています。岡山県
のカキ養殖収穫量は
広島県、宮城県に次
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内
大
会
」
に
向
け
て
、
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
準
備
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

市
民
公
募
債

　
ク

※

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め
改

造
工
事
の
財
源
の
一
部
と
す
る
た

め
、住
民
参
加
型
市
民
公
募
債「
瀬

戸
内
市
民
債
」
の
発
行
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
財
源
の
確
保
と
市
民

の
市
財
政
運
営
へ
の
関
心
を
高
め

た
錦
海
塩
田
跡
地
活
用
基
本
計
画

提
案
競
技
の
審
査
手
続
き
を
経

て
、
７
者
の
事
業
者
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
「
瀬
戸
内Kirei

未
来
創

り
連
合
体
」
を
委
託
先
候
補
者
か

つ
事
業
主
体
予
定
者
と
し
て
決
定

し
ま
し
た
。
基
本
的
な
約
束
事
項

を
確
認
す
る
基
本
協
定
と
錦
海
塩

田
跡
地
活
用
基
本
計
画
策
定
業
務

の
委
託
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
連
合
体
と
緊
密
に
連

携
を
図
り
、
錦
海
塩
田
跡
地
活
用
検

討
委
員
会
に
よ
る
基
本
構
想
の
将
来

像
を
反
映
す
る
基
本
計
画
の
策
定
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

企
業
団
地
の
整
備

　
安
定
的
な
税
収
の
確
保
が
可
能

と
な
る
優
良
企
業
の
誘
致
を
積

極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
本
年
度
か
ら
体
制
を
充
実
し

て
企
業
誘
致
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
長
船
町
宮
下
地
区
の
企
業
団
地

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
約

４
㌶
の
土
地
に
つ
い
て
の
県
の
開

発
許
可
が
下
り
、
用
地
買
収
を
進

め
て
い
ま
す
。
用
地
買
収
が
完
了

し
次
第
、
造
成
工
事
に
着
手
し
、

平
成
25
年
５
月
末
に
は
造
成
工
事

を
完
了
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
邑
久
町
豆
田
地
区
に
つ

い
て
は
、
約
５
㌶
の
企
業
団
地
を

計
画
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
ア

ク
セ
ス
道
路
お
よ
び
造
成
工
事
の

測
量
設
計
作
業
が
ほ
ぼ
完
了
し
、

先
般
、
地
元
関
係
者
へ
事
業
内
容

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
、

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
用
地
測
量
や
物
件
調
査
が

で
き
次
第
、
用
地
交
渉
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ジ
ョ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
の
利
用
状
況

　
平
成
24
年
３
月
に
就
職
・
生
活

支
援
を
行
う
場
所
と
し
て
市
役

所
本
庁
１
階
に
開
設
し
た
ジ
ョ
ブ

　
は
じ
め
に

　　

国
会
で
は
衆
議
院
が
解
散
さ

れ
、
我
が
国
に
と
っ
て
今
後
の
大

き
な
方
向
性
を
決
め
る
選
挙
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
中
で
、
Ｔ

※

Ｐ
Ｐ
を
始
め
と

し
た
経
済
対
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
在
り
方
、
社
会
保
障
改
革
な

ど
市
に
も
大
き
な
影
響
の
あ
る
争

点
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

市
の
か
じ
取
り
を
考
え
る
と

き
、
政
局
を
見
極
め
、
あ
ら
ゆ
る

可
能
性
を
考
慮
し
た
慎
重
な
動
き

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
国
政
の
影
響
を
最
小
限

に
と
ど
め
、
市
民
本
位
の
市
政
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

国
際
交
流
事
業

　
11
月
１
日
か
ら
11
月
５
日
ま
で

る
こ
と
や
公
募
債
で
の
償
還
期
間

短
縮
に
よ
る
償
還
利
子
の
圧
縮
、

市
民
へ
の
利
子
の
還
元
を
目
的
と

し
て
、
本
年
度
試
行
的
に
実
施
す

る
も
の
で
、
２
億
円
の
発
行
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

錦
海
塩
田
跡
地
活
用
の
推
進

　
錦
海
塩
田
跡
地
内
の
覆
土
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
末
で
約
70
％
の

達
成
率
と
な
り
、
平
成
25
年
度
は

国
土
交
通
省
の
事
業
で
大
量
の
土

の
搬
入
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
上

半
期
に
は
覆
土
の
完
了
が
で
き
る

見
込
み
で
す
。

　
ま
た
、
県
か
ら
適
正
廃
止
の
基

準
と
し
て
新
た
に
指
導
が
あ
っ
た

「
発

※

生
ガ
ス
」
の
調
査
に
つ
い
て

は
、
現
在
ま
で
２
回
実
施
し
「
特

に
異
常
な
し
」
と
の
調
査
結
果
を

得
て
い
ま
す
。

　
錦
海
塩
田
跡
地
活
用
に
つ
い
て

は
、
７
月
18
日
に
公
募
を
開
始
し

ス
ポ
ッ
ト
せ
と
う
ち
の
利
用
状

況
は
、
開
設
か
ら
10
月
末
ま
で

の
延
べ
来
所
者
は
９
８
４
人
で
、

２
６
２
件
の
事
業
所
紹
介
を
行

い
、
66
人
が
就
労
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
生
活
保
護
受
給
中
の
人

で
ジ
ョ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
を
利
用
し
就

労
し
た
こ
と
に
よ
り
、
生
活
保
護

の
要
件
か
ら
外
れ
た
人
は
３
世
帯

５
人
、
生
活
保
護
費
が
減
額
と

な
っ
た
の
は
３
世
帯
で
す
。

　
ま
た
、
障
害
者
の
人
は
２
人
、

子
育
て
両
立
支
援
の
人
は
７
人
、

母
子
家
庭
の
人
は
１
人
が
就
労
し

ま
し
た
。

　
９
月
か
ら
は
、
ゆ
め
ト
ピ
ア
長

船
と
牛
窓
支
所
に
月
１
回
出

※

張
相

談
に
出
向
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

  A
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行
政
報
告

平
成
24
年
11
月
定
例
議
会
が
11
月
29
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

上
水
道
相
互
応
援
参
集
・
受
入
訓
練

　
11
月
13
、
14
日
に
平
成
24
年
度

日
本
水
道
協
会
岡
山
県
支
部
相
互

応
援
参
集
・
受
入
訓
練
が
瀬
戸
内

市
と
備
前
市
を
被
災
都
市
と
し

て
、
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
大
雨
に
よ
る
土
砂

崩
れ
に
よ
り
配
水
池
か
ら
の
送

水
管
が
折
損
し
、
両
市
で
約
７
、

０
０
０
世
帯
が
断
水
し
た
と
の
想

定
で
、
給
水
訓
練
、
宿
泊
訓
練
な

ど
が
実
施
さ
れ
、
瀬
戸
内
市
で
は

訓
練
受
入
先
と
し
て
応
援
受
入
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
市
町
な
ど
と
の
連
携
を
図
る

こ
と
が
で
き
た
有
意
義
な
訓
練
と

用
語
の
解
説
・
備
考

Ｔ
Ｐ
Ｐ

　

環
太
平
洋
連
携
協
定
。
加
盟

国
の
間
で
取
引
さ
れ
る
品
目
の

関
税
を
段
階
的
に
撤
廃
す
る
経

済
的
枠
組
み
。

密み

陽り
ゃ
ん

市

　

大
韓
民
国
慶
尚
南
道
の
東
部

に
あ
る
人
口
約
11
万
人
の
市
。

江
戸
時
代
、
朝
鮮
王
国
か
ら
江

戸
幕
府
将
軍
に
向
け
て
送
ら
れ

た
朝
鮮
通
信
使
の
礎
を
築
い
た

松
雲
大
師
の
生
誕
地
。

　

牛
窓
町
牛
窓
が
か
つ
て
朝
鮮

通
信
使
の
寄
港
地
だ
っ
た
こ
と

か
ら
友
好
交
流
が
続
き
、
平
成

17
年
に
瀬
戸
内
市
と
友
好
交
流

協
定
を
締
結
し
た
。

朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
ま
ち
全

国
交
流
会

　

朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
瀬
戸

内
市
ほ
か
14
市
町
、
唐
子
踊
保

存
会
な
ど
各
種
団
体
や
個
人
が

構
成
す
る
朝
鮮
通
信
使
縁
地
連

絡
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
開

催
す
る
交
流
会
。

　

平
成
23
年
度
は
長
崎
県
対
馬

市
で
、
平
成
24
年
度
は
大
韓
民

国
釜
山
広
域
市
で
行
わ
れ
た
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め

　

牛
窓
町
牛
窓
に
あ
る
瀬
戸
内

市
内
唯
一
の
ご
み
焼
却
施
設
。

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
現
在
岡

山
市
に
焼
却
を
委
託
し
て
い
る

長
船
地
域
の
ご
み
を
含
め
た
瀬

戸
内
市
内
の
ご
み
を
処
理
す
る

た
め
、
設
備
が
長
時
間
の
焼
却

に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
改

造
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

発
生
ガ
ス
の
調
査

　

錦
海
塩
田
跡
地
と
と
も
に
市

が
引
き
継
い
だ
約
80
㌶
の
産
業

廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
事
業
は

平
成
20
年
に
終
了
）
か
ら
標
本

の
ガ
ス
を
採
取
し
、
メ
タ
ン
、

硫
化
水
素
な
ど
の
濃
度
を
測
定

し
た
。

出
張
相
談

　

求
職
者
を
対
象
と
し
た
相
談

会
。
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
と
牛
窓

支
所
で
毎
月
１
回
実
施
し
て
い

る
。
相
談
料
は
無
料
。

　

詳
細
は
、
本
紙
20
、
21
ペ
ー

ジ
の
く
ら
し
の
情
報
を
参
照
。

オリーブ園から望む錦海塩田跡地

ジョブスポットせとうちでの面談

韓
国
密

※

陽
市
の
高
校
生
８
名
を
招

き
、
邑
久
高
等
学
校
で
交
流
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
授
業
や
部
活
動
の
体
験
交
流
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
の
生
活
体
験
を

行
い
、
11
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た

「
瀬
戸
内
牛
窓
国
際
交
流
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
２
」
の
朝
鮮
通
信
使
行

列
へ
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒

に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。　

　
今
後
、
平
成
25
年
度
に
開
催
予

定
の
「
第
20
回　
朝

※

鮮
通
信
使
ゆ

か
り
の
ま
ち
全
国
交
流
会　
瀬
戸

クリーンセンターかもめ

ホストファミリーとの対面式にて

上水道相互応援参集・受入訓練
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交
通
事
故
防
止

　
平
成
23
年
の
小

※

・
中
学
生
の
交

通
危
険
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
瀬
戸
内

市
が
ワ
ー
ス
ト
と
な
っ
た
こ
と
を

大
変
重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
平
成
23
年
の
同
時
期
と

比
べ
、
事
故
件
数
は
半
減
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
登
下
校
中
に
お
け
る

中
学
生
の
自
転
車
事
故
は
増
加
し

て
お
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
事
態

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
関
係
機
関
や
保
護
者
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
の
取
り
組
み
を
一
層
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

地
方
独
立
行
政
法
人

　

地
方
自
治
体
が
直
接
実
施
す

る
必
要
の
な
い
も
の
の
う
ち
、

民
間
の
主
体
に
委
ね
た
場
合
、

実
施
さ
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る

事
業
な
ど
を
効
率
的
に
行
わ
せ

る
た
め
に
地
方
自
治
体
が
出
資

し
設
立
す
る
法
人
。
現
在
の
公

設
公
営
で
の
運
営
に
比
べ
る
と
、

組
織
、
職
員
定
数
、
予
算
な
ど

に
つ
い
て
制
約
が
緩
や
か
で
あ

る
た
め
、
自
主
的
か
つ
弾
力
的

な
経
営
が
期
待
で
き
る
。

現
在
の
16
分
団

　

旧
牛
窓
町
は
、牛
窓
、牛
窓
東
、

鹿
忍
、
鹿
忍
西
、
長
浜
の
５
分

団
。
旧
邑
久
町
は
、邑
久
、福
田
、

今
城
、豊
原
、本
庄
、笠
加
、玉
津
、

裳
掛
の
８
分
団
。
旧
長
船
町
は
、

美
和
、
国
府
、
行
幸
の
３
分
団
。

小
・
中
学
生
の
交
通
危
険
度

ラ
ン
キ
ン
グ

　

岡
山
県
警
察
本
部
が
取
り
ま

と
め
た
、
小
中
学
生
１
、０
０
０

人
当
た
り
の
交
通
事
故
の
発
生

件
数
な
ど
を
県
内
の
市
町
村
別

に
比
較
し
た
も
の
。
瀬
戸
内
市

は
小
・
中
学
生
の
合
計
で
、
関

係
し
た
事
故
と
第
１
当
事
者
の

事
故
に
つ
い
て
の
指
標
が
ワ
ー

ス
ト
（
最
も
危
険
）
で
あ
っ
た
。

見通しの悪い交差点は事故が起こりやすい

な
り
ま
し
た
。今
後
も
よ
り
一
層
、

相
互
応
援
体
制
の
強
化
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

病
院
建
設
・
地
方
独
立
行
政
法
人
化

　
平
成
23
年
度
の
決
算
で
は
赤
字

で
し
た
が
、
医
師
の
増
員
な
ど
も

あ
り
経
営
状
況
は
回
復
の
兆
し
が

見
え
始
め
て
い
ま
す
。

　
入
院
患
者
数
は
徐
々
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
来
も
新
し

く
脳
神
経
外
科
が
加
わ
っ
た
こ
と

に
よ
り
一
日
平
均
約
10
人
か
ら
12

人
程
度
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
地

※

方
独
立
行
政
法
人
化
に
つ
い

て
は
、
現
段
階
で
は
、
病
院
の
体

力
が
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
で

あ
り
、
十
分
な
経
営
能
力
、
財
務

体
質
な
ど
が
確
保
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
後
で
の
移
行
を
考
え
て
い

ま
す
。

　
新
病
院
建
設
に
つ
い
て
は
、
基

本
設
計
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
配

置
は
、
現
在
の
車
庫
周
辺
と
水
田

部
分
に
新
病
院
を
建
設
し
、
そ
の

西
側
に
病
児
保
育
・
院
内
保
育
棟

を
配
置
し
、
現
病
院
周
辺
を
外
来

駐
車
場
、
車
庫
棟
北
側
を
職
員
駐

車
場
と
し
て
い
ま
す
。

中
に
着
手
す
る
計
画
で
す
。

消
防
団
組
織
の
変
更

　

消
防
団
の
活
性
化
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
10
月
に
瀬
戸
内
市

消
防
団
活
性
化
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
分
団
の
再
編
成
を
要
に

検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、
11
月
８

日
に
分
団
再
編
の
検
討
結
果
が
出

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
内
容
は
、
現

※

在
の
16
分
団
を
８

分
団
に
統
合
す
る
も
の
で
、
旧
牛

窓
町
は
現
５
分
団
を
牛
窓
、
鹿

忍
、
長
浜
の
３
分
団
に
、
旧
邑
久

町
は
現
８
分
団
を
東
と
西
の
２
分

団
に
、
旧
長
船
町
は
現
行
の
ま
ま

の
３
分
団
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
新
体
制
で
の
活
動
は
、
平

成
25
年
１
月
１
日
か
ら
開
始
し
て

い
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
瀬
戸
内
市
消
防
団
と
し

て
旧
町
の
枠
を
取
り
除
い
て
火
災

現
場
に
近
い
分
団
・
部
が
第
１
出

動
と
な
り
効
果
的
な
消
防
活
動
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
出
動
要
請
の
見
直
し
作

業
も
同
時
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
分
団
機
庫
の
整
備
も

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
病
院
棟
は
、
１
階
に
診
療
機
能

の
ほ
ぼ
全
て
を
配
置
し
、
２
階
の

全
て
を
入
院
病
棟
と
し
、
北
側
に

急
性
期
医
療
を
担
う
一
般
病
棟
40

床
、
南
西
側
に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
30
床
、
南
東
側

に
療
養
病
棟
40
床
を
配
置
し
て
い

ま
す
。
３
階
に
は
、
北
側
に
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
職
員
食
堂
お

よ
び
休
憩
室
、
ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
機
械
室
を
配
置
し
、
南
側
に

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
利
用
可

能
な
屋
上
庭
園
を
設
け
、
有
効
活

用
を
図
る
計
画
で
す
。
実
施
設
計

に
着
手
し
て
お
り
、
本
年
度
中
の

完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
併
せ
て
既
存
車
庫
な
ど

の
解
体
撤
去
工
事
、
埋
蔵
文
化
財

の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
も
本
年
度

新病院の建設予定地

北

外来
駐車場

職員駐車場・車庫など

病院棟
病児保育・
院内保育棟

瀬
戸
内
市
を
も
っ
と
元
気
に
！

都
市
か
ら
来
た
３
人
が
︑
た
だ
い
ま
奮
闘
中
で
す
︒

そ
の
名
も
﹁
地
域
お
こ
し
協
力
隊
﹂︒
文
字
通
り
︑
瀬
戸
内
市
の
魅
力
・
底
力
を
掘

り
お
こ
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
︒

市
が
︑
３
人
に
協
力
隊
員
を
委
嘱
し
た
の
は
平
成
24
年
７
月
︑
９
月
︑
10
月
︒

ま
ず
は
︑﹁
瀬
戸
内
市
の
こ
と
を
広
く
深
く
知
ろ
う
﹂
と
奔
走
す
る
毎
日
︒

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
︑﹁
地
域
お
こ
し
協
力
隊
﹂
事
業
と
３
人
の
今
後
の
意
気
込
み
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
︒

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
は
、
人
口

減
少
や
高
齢
化
の
著
し
い
地
方
に
お
い

て
、
３
大
都
市
圏
を
は
じ
め
都
市
地
域

の
人
材
を
地
方
自
治
体
が
受
け
入
れ
、

地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
総
務
省

の
事
業
で
す
。

　
瀬
戸
内
市
に
お
い
て
も
市
民
団
体
の

支
援
や
情
報
発
信
、
相
談
活
動
、
観
光

支
援
活
動
な
ど
に
従
事
し
て
も
ら
う
た

め
、
平
成
24
年
４
月
に
公
募
を
行
い
、

３
名
を
採
用
し
ま
し
た
。

　
３
人
は
瀬
戸
内
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
︵
非
常
勤
の
特
別
職
︶
と
し
て
、
地

瀬
戸
内
市
の
底
力
を
掘
り
お
こ
す

浅
井　
民
間
企
業
で
、ブ
ラ
ン
ド
管
理
、

　
市
場
調
査
、
販
売
促
進
、
イ
ベ
ン
ト

　
の
企
画
な
ど
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
豊
か
さ
の
価
値
を
実
体
験
を
も
っ
て

　
再
考
し
、
多
く
の
人
と
共
有
す
る
こ

　
と
で
、
情
報
発
信
や
観
光
支
援
活
動

　
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

　
え
て
い
ま
す
。

三
木　
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
や
包
装
な
ど

　
の
販
売
促
進
用
品
製
作
、
デ
ザ
イ
ン

　

業
務
全
般
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ

　
ィ
ン
グ
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
瀬
戸
内
市
発
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
、
定

　
着
や
人
と
人
を
繋
ぐ
よ
り
良
い
空
間

　
の
創
出
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
き

　
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
人　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の

　
活
動
期
間
は
最
長
で
も
３
年
と
い
う

　
短
期
間
で
す
が
、
隊
員
と
皆
さ
ん
双

　
方
に
と
っ
て
明
る
い
将
来
像
を
描
く

　
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど

　
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

三み

き木
裕ひ

ろ
の
り紀  

岐
阜
県
か
ら

域
の
課
題
解
決
を
支
援
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
同
時
に
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
期
間
が
終

了
し
た
後
も
、
地
域
に
根
差
す
た
め
の

基
盤
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

菊
地　

Ｗ
ｅ
ｂ
制
作
会
社
を
設
立
し
、

　
主
に
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
な

　
ど
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
Ｉ
Ｔ
に
と
ら
わ
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な

　
視
点
か
ら
瀬
戸
内
市
の
魅
力
を
市
内

　
外
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

　
い
ま
す
。

Ⅰ
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
は

Ⅱ
職
歴
と
今
後
の
意
気
込

み
を
教
え
て
く
だ
さ
い

浅あ
さ
い井

克か
つ
と
し俊  

東
京
都
か
ら

菊き
く
ち地
友と

も
か
ず和  

千
葉
県
か
ら

Ⅲ
市
民
の
皆
さ
ん
に
一
言

昭和 46 年岩手県前沢町（現奥州市）
生まれ。幼少時は東京、北米、学
生時代は横浜などの各地で過ごす。
印刷系、ＩＴ系の仕事を経て、地
域おこし協力隊に。料理が好き。

昭和 49 年神奈川県横浜市生まれ。
横浜育ち。
就職を期に東京都世田谷区へ。
趣味は音楽鑑賞、バスケットボー
ル 。一児の父。

昭和 51 年岐阜県中津川市生まれ。
岐阜育ち。
日本各地で経験を積み、ＪＩＣＡ
の青年海外協力隊としてフィリピ
ンへ。帰国後、瀬戸内市に移住。
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生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

み
ん
な
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

　行政からのお知らせ

 

平
成
24
年
分
確
定
申
告

 

申
告
書
を
早
め
に
提
出
す
る
と
︑
還
付
も
早
く
な
り
ま
す

　
瀬
戸
内
市
役
所
で
の
平
成
24
年

分
の
所
得
税
確
定
申
告
に
関
す
る

相
談
や
申
告
の
受
付
は
、
平
成
25

年
２
月
18
日︵
月
︶か
ら
で
す
が
、

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
は
、

税
務
署
で
平
成
25
年
１
月
か
ら
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書

を
早
め
に
提
出
す
る
と
、
税
金
の

還
付
も
早
く
な
り
ま
す
。
特
に
、

３
月
に
な
っ
て
か
ら
は
大
勢
の
人

が
申
告
を
す
る
た
め
、
還
付
金
の

支
払
い
に
２
カ
月
ほ
ど
か
か
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
必
要
な
書
類
な
ど
が
準
備
で
き

た
人
は
、
早
め
に
還
付
申
告
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

︻
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
金
額

　
所
得
税
と
市
県
民
税
の
申
告
相

談
が
、平
成
25
年
２
月
18
日
︵
月
︶

か
ら
３
月
15
日
︵
金
︶
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。
申
告
が
必
要
な
人
は
、

早
め
に
必
要
な
書
類
な
ど
を
準
備

し
ま
し
ょ
う
。

︻
還
付
申
告
は
税
務
署
で
１
月
か

ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
︼

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
︼

　
平
成
24
年
１
月
１
日
か
ら
同
年

12
月
31
日
ま
で
に
支
払
っ
た
国
民

健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、
介
護
保
険
料
は
、
所
得

税
や
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
年
金
か
ら
直
接
差
し

引
か
れ
た
場
合
は
、
直
接
差
し
引

か
れ
た
年
金
受
給
者
本
人
の
控
除

と
な
り
、
口
座
振
替
や
納
付
書
で

支
払
っ
た
場
合
は
、
実
際
に
支

払
い
を
し
た
人
の
控
除
と
な
り
ま

す
。
１
年
間
の
支
払
額
を
知
り
た

い
人
は
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の

︵
運
転
免
許
証
な
ど
︶
を
持
参
の

上
、
担
当
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

　

料
に
つ
い
て

　

税
務
課　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

　

市
民
課　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
８

 

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

 

償
却
資
産
の
申
告　

　
事
業
用
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
個
人
・
法
人
は
、
当
該
償
却

資
産
の
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
該
当
す
る
場
合
は
申
告
書
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
申

告
書
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
。

▽
申
告
が
必
要
な
場
合

　
事
業
を
行
っ
て
い
る
個
人
や
法

人
︵
工
場
や
商
店
な
ど
を
営
ん
で

い
る
人
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
を

　
牛
窓
地
域
、
邑
久
町
本
庄
の
一

部
で
実
証
運
行
を
行
っ
て
い
る

「
モ
ー
モ
ー
バ
ス
」︵
瀬
戸
内
市
デ

マ
ン
ド
バ
ス
︶
の
利
用
予
約
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
電
話
予
約
の
受
付
時
間
は
午
前

８
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
は
24

時
間
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
注
意
事
項

　

・
希
望
出
発
時
刻
の
１
時
間
前
ま

　
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
利
用
者
番
号
︵
利
用
登
録
完
了

　
通
知
書
に
記
載
︶が
必
要
で
す
。

　

　

・
複
数
の
人
の
予
約
を
ま
と
め
て

　
行
い
た
い
場
合
に
は
、
電
話
で

　
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
予
約
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

https://ushimado.koko-bus.com/

■
問
い
合
わ
せ
先

　

東
備
バ
ス
株
式
会
社　

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

２
３
７
７

 

補
助
金
交
付
事
業
を
公
募
し
ま
す

 

市
民
活
動
応
援
補
助
金

　　
市
で
は
、
平
成
25
年
度
の
市
民

活
動
応
援
補
助
金
の
交
付
事
業
を

公
募
し
ま
す
︵
自
治
会
活
動
は
除

く
︶。
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団

体
の
皆
さ
ん
は
、
同
補
助
金
を
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
補
助
金
の
交
付
は
平

成
25
年
度
予
算
の
成
立
が
条
件
と

な
り
ま
す
。

▽
補
助
金
額

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

で
、
上
限
は
２
０
０
万
円

▽ 

対
象
団
体　
主
な
団
体
の
要
件

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

・
構
成
員
が
、
市
内
在
住
・
在
勤
・

　
在
学
者
が
５
人
以
上
で
あ
り
、

　
そ
の
２
分
の
１
以
上
が
市
内
在

　
住
者
で
あ
る
こ
と

　

・
営
利
を
目
的
と
し
な
い
こ
と

　

・
定
款
や
規
約
な
ど
が
あ
る
こ
と

▽
公
募
期
間

　

平
成
25
年
１
月
７
日
︵
月
︶
～

２
月
22
日
︵
金
︶

︻
補
助
金
説
明
会
︼

　
市
民
活
動
応
援
補
助
金
の
趣
旨

や
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
平
成
25
年
１
月
11
日︵
金
︶

　
午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
役
所

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

 

参
加
者
募
集

 

こ
れ
か
ら
過
疎
が
お
も
し
ろ
い
!!

　
行
政
と
市
民
が
協
働
で
行
う
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
研
修

会
「
こ
れ
か
ら
過
疎
が
お
も
し
ろ

い
!!
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
備
前
県
民
局
協
働
出
前

貸
し
付
け
て
い
る
人
、
農
業
者
、

漁
業
者
な
ど
︶
の
う
ち
、
平
成
25

年
１
月
１
日
現
在
、
事
業
用
の
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
場
合

▽
申
告
す
べ
き
資
産

　
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
に
お

い
て
、
瀬
戸
内
市
内
に
所
在
す
る

事
業
用
償
却
資
産
︵
自
己
が
使
用

し
て
い
る
も
の
の
ほ
か
、
他
人
に

貸
し
付
け
て
い
る
も
の
も
含
む
︶

　
た
だ
し
、
大
型
特
殊
自
動
車
以

外
の
自
動
車
な
ど
で
自
動
車
税
・

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る

も
の
や
無
形
固
定
資
産
︵
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
、漁
業
権
、特
許
権
な
ど
︶、

繰
延
資
産
︵
創
立
費
、
開
発
費
な

ど
︶
や
少
額
資
産
は
申
告
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

▽
提
出
期
限　
平
成
25
年
１
月
31
日︵
木
︶

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

税
務
課　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
８
１

研
修
と
し
て
行
う
も
の
で
、
徳
島

県
神
山
町
の
事
例
を
基
に
し
た
講

演
と
質
疑
応
答
形
式
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
学
び
ま
す
。

　
自
治
会
︵
町
内
会
︶
の
運
営
な

ど
に
も
役
立
つ
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ
良

い
機
会
で
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
平
成
25
年
２
月
２
日︵
土
︶

　
午
後
１
～
４
時

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
講
師　
大
南
信
也
氏
︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
理
事
長
︶

▽
入
場
料　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

 

注
意
し
て
く
だ
さ
い

 

水
道
管
の
凍
結

　
冬
に
な
り
寒
さ
が
厳
し
く
な
る

と
、
水
道
管
が
凍
結
し
た
り
、
破

裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
露
出
し
て
い
る
水
道
管

は
蛇
口
に
保
温
材
や
布
な
ど
を
巻

き
、
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
な
ど
を
巻
く
な
ど
し
て
事
前
の

防
寒
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
水
道
管
が
凍
結
し
た
場

合
な
ど
に
は
、
次
の
方
法
で
対
処

し
て
く
だ
さ
い
。

︻
水
道
管
が
凍
結
し
て
水
が
出
な

い
場
合
︼

　
自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、

凍
っ
た
部
分
に
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ

く
り
掛
け
て
溶
か
し
く
だ
さ
い
。

※
熱
湯
を
掛
け
る
と
破
裂
す
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
。

︻
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合
︼

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル

ブ
を
閉
め
て
、
お
近
く
の
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
へ
修
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
頃
か
ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
や
バ
ル
ブ
の
位
置
な
ど
を
把
握

し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

上
水
道
施
設
課　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
３
２
６

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
24
時
間
受
け
付
け
ま
す

 ﹁
モ
ー
モ
ー
バ
ス
﹂︵
瀬
戸
内
市
デ
マ
ン
ド
バ
ス
︶
の
利
用
予
約

タオルを巻いた上にナイロン袋をかぶせた例

申告相談に必要な書類は早めに準備しましょう
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生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

み
ん
な
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

　行政からのお知らせ

 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
人
へ

 

適
正
受
診
の
お
願
い

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の

収
入
な
ど
に
応
じ
て
保
険
税
を
出

し
合
い
、
病
気
に
な
っ
た
と
き
や

け
が
を
し
た
と
き
の
医
療
費
に
あ

て
る
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。

　
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
に

は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

　
講
師　
妻
井
令
三
氏
︵
認
知
症

　
の
人
と
家
族
の
会
岡
山
県
支
部

　
代
表
︶

　

・
認
知
症
介
護
家
族
と
の
対
談

▽
入
場
料　
無
料

︻
長
船
会
場
︼

▽
日
時　

平
成
25
年
１
月
23
日︵
水
︶

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

︻
邑
久
会
場
︼

▽
日
時　

平
成
25
年
１
月
29
日︵
火
︶

　
午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館
︵
邑
久
︶

︻
牛
窓
会
場
︼

▽
日
時　

平
成
25
年
２
月
19
日︵
火
︶

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　

牛
窓
町
公
民
館

※
で
き
る
だ
け
、
お
住
ま
い
の
地

　
域
の
セ
ミ
ナ
ー
に
ご
参
加
く
だ

　
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

い
き
い
き
長
寿
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８

 

受
付
期
間
の
確
認
を

 

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

　
平
成
25
年
度
の
建
設
工
事
、
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物

品
の
製
造
・
販
売
、
役
務
の
提
供

 
参
加
者
募
集

 
認
知
症
地
域
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
認
知
症

は
身
近
に
耳
に
す
る
大
き
な
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
や
家
族
が
認
知
症
に
な
っ

た
と
き
ど
う
す
る
か
不
安
に
思
っ

て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
市
で
は
、
認
知
症
支
援
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
認
知
症
地

域
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
申
し
込
み
不
要
で
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽
内
容

　

・
講
演
「
～
認
知
症
と
共
に
生
き

　
る
～
認
知
症
で
も
安
心
し
て
暮

　
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
」

な
ど
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
申
請
者
資
格
要
件
、
提
出
書
類

な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
入
札
・
契
約
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間　
平
成
25
年
１
月
４

　
日
︵
金
︶
～
２
月
28
日
︵
木
︶

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

契
約
管
財
課　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
６

　

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/
      nyusatsu/index.html

 

参
加
者
募
集

 

人
権
啓
発
講
演
会

　
市
で
は
、人
権
啓
発
講
演
会「
心

の
架
け
橋
を
築
く
～
大
人
が
育

む
、
子
ど
も
の
生
き
る
力
～
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
講
師
の
松
本
純
氏
は
、
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
︵
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
︶
の

息
子
を
持
ち
、
家
庭
崩
壊
の
危
機

に
直
面
し
た
母
親
と
し
て
の
経
験

を
基
に
、
子
育
て
に
悩
む
親
た
ち

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

親
と
子
の
愛
情
を
ど
う
育
む

か
、
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
を
具
体
的
に
伝
授

し
ま
す
。

▽
日
時　
平
成
25
年
１
月
19
日︵
土
︶

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　
︵
午
後
１
時
か
ら
開
場
︶

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
講
師　
松
本
純
氏
︵
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

　
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
研
究
所
代
表
︶

▽
入
場
料　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

人
権
啓
発
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
２

 

幼
稚
園
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

 

園
庭
開
放　

　　
幼
稚
園
や
保
育
園
に
通
っ
て
い

な
い
乳
幼
児
を
対
象
に
、
右
下
の

表
の
と
お
り
子
育
て
の
場
と
し
て

幼
稚
園
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
徒
歩
、
自
転
車
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

各
幼
稚
園

さ
い
。
国
民
健
康
保
険
の
健
全
な

運
営
の
た
め
に
、
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

①
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
に
は

　

必
ず
被
保
険
者
証
を
提
示
す
る

　
被
保
険
者
証
を
提
示
し
な
い
場

合
の
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

②
急
病
の
場
合
を
除
き
︑
診
療
時

　

間
内
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

　
休
日
や
夜
間
な
ど
の
時
間
外
受

診
は
、
急
病
人
の
治
療
に
支
障
を

き
た
す
ほ
か
、
診
察
代
が
割
高
に

な
り
ま
す
。

③
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ

　
か
か
り
つ
け
医
と
は
、
日
常
的

な
診
療
や
健
康
管
理
な
ど
を
行
う

身
近
な
医
師
の
こ
と
で
す
。病
状・

病
歴
、
健
康
状
態
を
把
握
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
急
病
時
に
も
素
早

い
対
応
を
し
て
も
ら
い
や
す
く
な

り
ま
す
。

④
同
じ
病
気
で
医
療
機
関
の
重
複

　

受
診
は
し
な
い

　

複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
る

と
、
一
貫
し
た
治
療
が
受
け
に
く

く
な
り
、
病
気
の
回
復
を
遅
ら
せ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
薬
の
も
ら
い
過
ぎ
に
注
意
す
る

　
飲
み
忘
れ
な
ど
で
薬
が
余
っ
て

い
る
と
き
に
は
、
医
師
や
薬
剤
師

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
薬
の
飲
み
合
わ
せ
に
注
意
す
る

　
複
数
の
医
療
機
関
で
薬
を
も
ら

う
場
合
に
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に

飲
み
合
わ
せ
を
確
認
し
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

⑦
受
診
中
に
健
康
保
険
が
変
わ
っ

　

た
と
き
に
は
︑
病
院
に
も
届
け

　

出
る

　

他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

ら
、
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
新

た
に
加
入
し
た
健
康
保
険
の
被
保

険
証
が
届
く
前
に
医
療
機
関
を
受

診
す
る
と
き
に
は
、
窓
口
で
健
康

保
険
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
脱
退
後
に
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
証
を
使
っ
た

場
合
、
医
療
費
を
返
還
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

 

新
社
会
人
を
お
祝
い
し
ま
す

 

瀬
戸
内
市
成
人
式

　
成
人
式
。そ
れ
は
20
歳
を
迎
え
、

自
立
し
た
社
会
人
と
し
て
活
躍
し

て
い
く
青
年
た
ち
を
祝
い
、
励
ま

す
式
典
で
す
。

　
市
で
は
、
平
成
25
年
瀬
戸
内
市

成
人
式
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
平
成
25
年
１
月
13
日︵
日
︶

　
受
付
：
午
前
10
時
～
午
前
10
時

　
30
分
、
式
典
・
記
念
行
事
：
午

　
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
１

　

20
歳
を
迎
え
る
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
権
利
と
と
も
に
義
務
も
生
ま
れ

ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ

て
の
人
が
加
入
し
て
、
や
が
て
誰

も
に
訪
れ
る
老
後
の
所
得
保
障
だ

け
で
な
く
、
病
気
や
け
が
に
よ
り

障
害
の
状
態
に
な
っ
た
り
死
亡
し

た
場
合
に
、
本
人
や
家
族
の
生
活

の
安
定
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
保
険
料
を
出
し
合
い
、
お

互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

基
礎
年
金
の
半
分
は
国
庫
負
担

で
賄
わ
れ
、
現
在
20
歳
の
人
も
納

付
し
た
保
険
料
以
上
の
年
金
が
受

け
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
賃
金
や
物

価
の
変
動
に
合
わ
せ
て
年
金
額
が

改
定
さ
れ
ま
す
。

　

加
入
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
り
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
と
年
金
が
受
け
取
れ
な
い

こ
と
も
あ
る
の
で
、
必
ず
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

学
生
の
人
や
収
入
が
少
な
く
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、﹁
学

生
納
付
特
例
﹂
や
﹁
若
年
者
納
付

猶
予
﹂
な
ど
保
険
料
の
支
払
い
を

猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
と
併
せ
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
20
歳
に
な
る
よ
り
前
に

就
職
し
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
人
は
第
２
号

被
保
険
者
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
。
ま
た

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
が
20
歳
に
な
っ
た
と

き
は
、
第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務

先
を
経
由
し
て
加
入
の
手
続
き
を

行
い
ま
す
。

■
申
請
窓
口

　

市
民
課
・
牛
窓
支
所
・
長
船
支
所
・

　

裳
掛
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

ね
ん
き
ん
の
お
は
な
し
♪

20
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

園庭開放日

幼稚園名 問い合わせ先☎ 1 月 2 月 3 月 開放時間
牛窓東 0869-34-2104  毎週火曜日（1 月 8 日、3 月 26 日を除く） 午前９時 30 分～ 11 時

牛窓西 0869-34-3687  毎週月曜日（1 月 7 日、14 日、2 月 11 日、  
 25 日、3 月 18 日を除く） 午前９時 30 分～ 11 時

牛窓北 0869-34-3742 10 日（木） 14 日（木） 7 日（木） 午前９時 30 分～ 11 時
邑久 0869-22-0027 15 日（火） 19 日（火） 21 日（木） 午前９～ 11 時
今城 086-943-8715 15 日（火） 12 日（火） 21 日（木） 午前９～ 11 時
美和 0869-26-3445 15 日（火） 12 日（火） 21 日（木） 午前９～ 11 時
国府 0869-26-3446 15 日（火） 12 日（火） 21 日（木） 午前９～ 11 時
行幸 0869-26-3447 15 日（火） 12 日（火） 21 日（木） 午前９～ 11 時

松本純氏

平成 24 年２月にも行った妻井氏による講演

平成 24 年瀬戸内市成人式会場にて
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    力作・名演がめじろ押し力作・名演がめじろ押し 瀬戸内市文化祭

　10月 24日、ゆめトピア長船で瀬戸内市認知症

講演会を開催しました。愛育委員、民生委員など

の市民ら約300人が参加し、認知症について知識

と理解を深めました。講演の前に行った寸劇では、

市内の社会福祉法人の職員などで構成する瀬戸内

市認知症キャラバンメイトが、認知症になった高

齢者とその家族の一こまをユーモアたっぷりに演

じました。講演では、講師の中島誠氏（岡山赤十

字病院医師）が「脳も臓器のひとつ。認知症は脳

の病気であって、特殊なものではない。認知症に

なっても安心して生活することができる社会にし

ていく必要がある」などと述べました。

   認知症について知識と理解を深めました認知症について知識と理解を深めました　　　　　　　　　　　　　　瀬戸内市認知症講演会　　　　　　　　　　　　　　瀬戸内市認知症講演会

　瀬戸内市文化祭が開催されました。会場と開催

日程を３つに分けて、10 月 13・14 日には邑久

会場（中央公民館）で、10 月 20・21 日には牛

窓会場（牛窓町公民館）で、11 月 10・11 日に

は長船会場（長船町公民館）で行われました。

　それぞれの会場のロビーや講座室には、公民館

グループ会員による写真・絵画・手芸などの作品

が所狭しと並べられ、来場者の目を楽しませてい

ました。

　またステージ発表では、踊りや演奏などのグル

ープが日頃の練習の成果を披露しました。

①見事な枝ぶりの山野草など
が並んだ（牛窓会場） ／ ②宇
喜多秀家が流刑となった八丈
島（東京）に瀬戸内市から老
夫婦が訪れた場面から始まり、
秀家の一生やエピソードを紹
介した創作劇「宇喜多秀家も
のがたり」（邑久会場） ／ ③子
どもたちに人気があった絵手
紙作製体験（邑久会場） ／ ④
700 鉢を超える出品があった
備前長船菊花展（長船会場） 
／ ⑤ユーモラスな表情と軽妙
な動作が観客を引き付けたど
じょうすくい（長船会場）

寸劇「大変！お婆ちゃんが認知症になっちゃった！」（左下） ／ 講師の中島誠氏（右上）1台ずつ整備状況を点検

　10 月 18 日、財団法人自転車産業振興協会、日

本自転車軽自動車商協同組合連合会、自転車商協

同組合が共同で、牛窓中学校生徒の自転車約 130

台のブレーキ、ベル、反射材などに不備がないか

点検を行いました。整備不良の自転車には「自転

車整備カード」の札を取り付け、早期整備を働き

かけました。この事業は毎年市内の３中学校へ出

向き実施しており、点検を行った小西智之さんは

「整備不良の自転車で走行していると交通事故に

遭いやすいので、まずは整備された自転車に乗っ

てほしい。そして毎日交通ルールを守り安全に通

学をしてほしい」と話していました。

  整備された自転車に乗ろう整備された自転車に乗ろう　 市内 3中学校生徒の自転車を点検

    特別展示やろくろ実演など特別展示やろくろ実演など 寒風陶芸まつり

　11 月３・４日、寒風陶芸会館などを会場に、

寒風陶芸まつりが開催されました。

　特別展「海をわたる風」では、寒風陶芸の里の

作家 15 人の焼き物に西大寺華道部文化連盟（八

流派）が花を生けた作品が並びました。

　３日の土笛・オカリーナ演奏会では、子どもた

ちが自分で作った土笛でアニメの主題歌などを演

奏したほか、土笛作りの指導をしたオカリーナ奏

者軽部りつこ氏による演奏も行われ、来場者は自

然の中で聴く優しい音色に耳を傾けていました。

　また、作家によるろくろ実演や、陶芸体験など

も行われ、大勢の人でにぎわいました。特別展「海をわたる風」（左上） ／ 作家によるろくろ実演（右下）

牛窓西小学校児童によるプチェチュム（左下） ／ 本蓮寺に向かう朝鮮通信使行列（右上）

　11 月３・４日、牛窓町牛窓で瀬戸内牛窓国際

交流フェスタが開催されました。３日には、小学

生によるサムルノリ（韓国伝統楽器の演奏）やプ

チェチュム（扇の舞）、糸あやつり人形劇「朝鮮

通信使物語」、手作りの土笛演奏などが披露され

ました。４日には、牛窓が江戸時代に朝鮮王朝か

ら徳川幕府へ派遣された朝鮮通信使の寄港地だっ

たことにちなんだ朝鮮通信使行列が行われ、華や

かな衣装に身を包んだ市民や大韓民国の密陽市か

ら訪れた高校生８人などを含む約 140 人が、牛

窓町公民館を出発し、朝鮮通信使の接待所となっ

ていた本蓮寺までの約２㌔を行進しました。

  友好交流を深めました友好交流を深めました 瀬戸内牛窓国際交流フェスタ

④
⑤⑤

③③

①①

②②
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日
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。
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化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24

年
１
月
26
日
に
、
現
存
す
る
世
界
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１
月
26
日
は
﹁
文
化
財
防
火
デ
ー
﹂

１
月
23
日
に
若
宮
八
幡
宮
で
消
防
訓
練
を
行
い
ま
す

　
皆
さ
ん
は
「
買
え
買
え
詐
欺
」

を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
買
え
買
え
詐
欺
は
、「
劇
場
型

勧
誘
」
と
も
言
わ
れ
、
複
数
の
業

者
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

せ
、
未
公
開
株
や
社
債
、
フ
ァ
ン

ド
な
ど
の
儲
け
話
や
、
権
利
の
名

義
変
更
の
依
頼
な
ど
の
名
目
で
お

金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
で
す
。

︻
市
内
で
実
際
に
あ
っ
た
事
例
︼

　
あ
る
日
、
知
ら
な
い
業
者
︵
Ａ

社
︶
か
ら
介
護
施
設
の
入
会
優

先
権
の
購
入
に
つ
い
て
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
送
ら
れ
て
き
た
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
く
の
と
前
後
し

て
、
別
の
業
者
︵
Ｂ
社
︶
か
ら
電

話
が
か
か
っ
て
き
て
、「
Ａ
社
の

入
会
優
先
権
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

届
い
た
人
し
か
購
入
で
き
な
い
。

他
に
買
い
た
い
人
が
い
る
の
で

代
わ
り
に
購
入
し
て
も
ら
え
な
い

か
」
と
言
わ
れ
た
。
ま
た
、「
購

入
費
用
は
実
際
に
買
う
人
が
用
意

す
る
の
で
、
損
を
す
る
こ
と
は
一

切
な
い
」
と
言
わ
れ
た
の
で
買
う

こ
と
に
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
数
日
後
に
ま
た
Ｂ

市
内
で
実
際
に
起
き
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
す

﹁
買
え
買
え
詐
欺
﹂
に
注
意
！

寛政 4（1792）年に尻海の廻船問屋によって奉納された「若宮八幡宮　欧風絵馬」

最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆

寺︵
奈
良
県
︶の
金
堂
が
炎
上
し
、

壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
を
契
機
と

し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
毎
年
、
文
化
財
防
火

の
た
め
の
消
防
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
県
指
定
重
要
文
化

財
「
欧
風
絵
馬
」
な
ど
を
所
有

す
る
若
宮
八
幡
宮
︵
邑
久
町
尻
海

３
０
３
８
︶
で
行
い
ま
す
。

　

訓
練
は
一
般
公
開
で
行
い
ま

す
。自
由
に
見
学
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
平
成
25
年
１
月
23
日︵
水
︶

　
午
前
９
時
～
︵
30
分
程
度
︶

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
課

　安全安心の地域づくりを目指すため、牛窓地域の自治会や住民、学校、
ＰＴＡなどを対象に、（財）自治総合センターの宝くじ助成金（共生の地
域づくり助成事業）を活用して、研修会や講演会の開催など年間通じて
さまざまな事業を展開しています。
　10 月６日、牛窓北小学校で「うしまど地域交流フェア～さいがい・ぼ
うさいから地域交流をはじめよう～」を開催し、牛窓地域の子どもから
高齢者まで約 250 人が参加しました。
　山崎隆弘氏（ＮＰＯ法人ぼうぼうネット事務局長）による講演や「災害・
防災スタンプラリー」、牛窓北小学校児童生徒による災害・防災についての
発表、「児童、地域、学校、行政の連携」についての討論などを行いました。
　全ての住民が地域活性化や地域力向上の主体であることや世代を越え
て日頃から支え合い助け合うことの大切さについて認識を深め、連帯感
の醸成を図ることができました。
　今後も引き続き市、地域が協働しながら、
牛窓地域の魅力を最大限に生かしつつ、支
えあい・助けあいのあふれる地域づくりに
取り組んでいきます。
■問い合わせ先
　地域安全推進室
　☎０８６９ｰ２２ｰ３９０４

支えあい・助けあいのあふれる地域づくりを考える

　　　～共生の地域づくり事業～

牛窓北小学校４・５年生による災害・防災についての発表 災害・防災スタンプラリー

その③

　
運
転
免
許
証
の
有
効
期
間
の
更

新
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
有

効
期
間
の
満
了
す
る
年
の
誕
生
日

の
１
カ
月
前
か
ら
１
カ
月
後
ま

で
の
２
カ
月
間
に
更
新
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
公
安
委
員
会
か
ら
免
許
証
の
住

所
地
宛
て
に
送
付
さ
れ
る
更
新
連

絡
書
︵
更
新
案
内
の
ハ
ガ
キ
︶
を

よ
く
確
認
し
て
、
早
め
に
手
続
き

を
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
更
新
連
絡
書
の
な
い
人
は
、
更

新
時
、
講
習
の
種
類
に
よ
り
手
続

き
の
場
所
・
受
付
時
間
な
ど
が
異

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
最
寄
り

の
警
察
署
の
免
許
窓
口
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
う
っ
か
り
し
て
更
新
期
間
内
に

免
許
証
の
更
新
手
続
き
を
行
わ
な

 

運
転
免
許
の
更
新
手
続
き

か
っ
た
場
合
に
は
、
免
許
の
効
力

を
失
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
更
新
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

・
岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

☎
０
８
６
７-

２
４-

４
３
５
０

　

・
岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６
７-

２
４-

２
２
０
０

　

・
瀬
戸
内
警
察
署

社
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
明
日
中

に
お
金
を
振
り
込
む
の
で
、
そ
の

日
の
内
に
手
続
き
を
し
て
く
れ
。

出
来
な
け
れ
ば
損
害
が
出
て
し
ま

う
。
損
害
分
は
あ
な
た
に
請
求
す

る
」
と
言
わ
れ
た
。
怖
く
な
り
、

解
約
を
申
し
出
る
と
「
解
約
に
は

お
金
が
必
要
だ
」
と
迫
ら
れ
た
。

︻
詐
欺
と
見
破
る
ポ
イ
ン
ト
︼

　

・
自
分
か
ら
連
絡
を
と
っ
た
こ
と

　
の
な
い
業
者
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ

　
ト
や
申
込
書
が
送
ら
れ
て
く
る
。

　

・
し
き
り
に
業
者
か
ら
確
認
の
電

　
話
が
か
か
っ
て
く
る
。

︻
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
︼

　
相
手
に
お
金
を
支
払
わ
ず
、
す

ぐ
に
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

　
自
分
が
持
っ
て
い
な
い
金
融
商

品
や
権
利
に
つ
い
て
、
後
か
ら
買

い
取
る
の
で
利
益
が
出
る
な
ど
と

勧
誘
し
、
他
社
と
契
約
さ
せ
よ
う

と
す
る
話
に
は
絶
対
に
耳
を
貸
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

・
月
～
金
曜
日

　

生
活
環
境
課

　

・
土
︑
日
曜
日

　

岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

０
９
９
９

 

消
費
生
活
相
談
窓
口
な
ど
を
記
載

 

シ
ー
ル
を
配
布
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
悪
質
商
法
な
ど
の
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め

に
、
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
こ
と
や

相
談
先
を
記
載
し
た
シ
ー
ル
を
作

成
し
ま
し
た
。

　
シ
ー
ル
は
、
市
役
所
や
支
所
、

出
張
所
、
ゆ
め
ト
ピ
ア
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
電
話
や
玄
関
に
貼
っ

て
、
日
ご
ろ
か
ら
、
用
心
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

刻
も
早
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

瀬
戸
内
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
︵
生
活
環
境
課
︶

　
少
し
で
も
気
に

な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
お
金
を
支
払

う
前
や
契
約
を
す

る
前
に
、
誰
か
に

相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
支
払
っ
て
し

ま
う
と
、
お
金
を

取
り
戻
す
の
は
困

難
で
す
。

　
市
で
は
、
専
門

の
相
談
員
を
配
置

し
て
い
ま
す
。
相

談
料
は
無
料
で
、

個
人
の
秘
密
は
必

ず
守
り
ま
す
。
不

安
に
思
っ
た
ら
一

配布する「消費者トラブルに遭わないためのシールセット」

ごみ減量速報
　平成 24 年 4 ～ 11 月における市民１人
１日あたりのごみ排出量は 733㌘で、基
準値 782㌘からの減量率は 6.3％でした。
　ごみ 30％減量での目標値 547㌘まで、
あと 186㌘です。
　これは、みかん２個分
に相当します。
　引き続き、ごみの減量
にご協力をお願いします。
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平
成
23
年
度
の
乳
幼
児
健
診
で

「
子
育
て
を
し
て
い
て
ど
う
し
た

ら
良
い
か
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に

対
し
て
幼
児
の
保
護
者
の
約
半
数

か
ら
「
あ
る
」
と
い
う
回
答
を
得

ま
し
た
。

　
今
回
は
、幼
児
期
の
子
ど
も
が
、

良
い
と
こ
ろ
を
十
分
に
伸
ば
し
、

苦
手
な
と
こ
ろ
を
少
し
ず
つ
減
ら

せ
る
よ
う
な
子
育
て
の
工
夫
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

具
体
的
か
つ
簡
潔
に
伝
え
る

　
幼
い
子
ど
も
は
言
葉
の
理
解
が

未
熟
な
た
め
、
長
い
文
章
で
は
何

を
言
わ
れ
て
い
る
の
か
を
理
解
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、「
～
し
な
い
で
」
と
い

う
言
い
方
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
が
分
か

り
に
く
い
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
を

伝
え
る
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
何

を
す
れ
ば
良
い
か
を
具
体
的
に
、

ま
た
簡
潔
に
伝
え
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ほ

し
い
時
に
は
、「
ま
だ
触
ら
な
い

で
」
で
は
な
く
、「
手
は
お
ひ
ざ
」

な
ど
と
具
体
的
で
簡
潔
な
言
葉
で

伝
え
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
言
葉
に
頼
ら
ず
、
最
初

は
大
人
が
子
ど
も
と
一
緒
に
動
作

を
交
え
て
、
す
る
べ
き
こ
と
を
教

え
ま
し
ょ
う
。

し
っ
か
り
褒
め
る

　
褒
め
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
行

動
を
「
そ
れ
で
い
い
ん
だ
よ
」
と

肯
定
す
る
意
志
表
示
で
す
。

　
褒
め
ら
れ
、
自
分
の
行
動
を
認

め
て
も
ら
う
こ
と
で
、
子
ど
も
は

自
己
肯
定
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
大
好
き
な
お
母
さ

ん
や
お
父
さ
ん
に
認
め
ら
れ
た
と

い
う
満
足
感
と
、
自
分
で
で
き
た

と
い
う
自
信
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
こ
う
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
は

そ
の
場
に
合
っ
た
行
動
を
学
習

　
ま
た
、
一
日
の
予
定
を
あ
る
程

度
一
定
に
し
て
、
子
ど
も
が
見
通

し
を
も
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

帽
子
を
か
ぶ
っ
た
ら
外
出
す

る
、
手
を
洗
っ
た
ら
お
や
つ
が
食

べ
ら
れ
る
な
ど
、
子
ど
も
が
次

の
行
動
を
予
測
で
き
る
よ
う
な
パ

タ
ー
ン
を
作
る
こ
と
で
、
子
ど
も

は
自
律
的
に
動
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

整
理
整
頓

　
お
も
ち
ゃ
や
テ
レ
ビ
が
気
に
な

おからピザ

おからは食物繊維が多くて体
に良く、安価で家計にもやさ
しいのでぜひ活用して欲しい
食材です。
おからピザはフライパンで手
軽に作ることができます。
上に載せる材料はお好みで変
えて、親子で楽しみながら
作ってください。

　小野田敬子さん（瀬戸内市栄養委員会長船支部）です

おからは、豆腐を作るときに豆乳を絞った残りか
すで、ほとんどが不消化性の食物繊維ですが、タ
ンパク質などの栄養素も残っています。
体内に入ったおからは、他の食べ物から水分を奪
い、消化物全体の粘度を上げます。その結果、消
化物がゆっくりと胃腸を通過し、満腹感が持続す
ると考えられています。
おからは傷みやすいですが、冷凍すると１カ月程
度保存できます。１回に使う量に分けて冷凍保存
用のビニール袋などに入れ、空気を抜きながら平
らにして封をし、冷凍します。使うときは冷蔵庫
で解凍します。

◆材料（26㌢２枚分）
●おから（200g）
●水（50cc）
●コショウ（少々）
●パプリカ（1/4 個）
●しょうゆ（大さじ１）
●サラダ油（適宜）
Ａ
●ニンニクみじん切り（小さじ 1）
●ごま油（小さじ２）
Ｂ
●マヨネーズ（大さじ１）

●片栗粉（100g）
●塩（小さじ 1/4）
●牛スライス肉（50g）
●タマネギ（1/4 個）
●ピザ用チーズ（適宜）

●しょうゆ（大さじ１）
●白ごま（大さじ１）

●コチュジャン（小さじ１）

り
食
事
が
進
ま
な
か
っ
た
り
、
食

事
中
に
席
を
立
っ
て
遊
ぶ
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
周
囲
の
刺
激
が
多
い
と
保
護
者

の
声
掛
け
に
注
意
が
向
か
な
か
っ

た
り
、
食
事
に
集
中
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
内
を
整
理
整
頓
し
て
散
ら

か
ら
な
い
よ
う
な
工
夫
を
し
た

り
、
次
の
活
動
に
移
る
際
に
お
も

ち
ゃ
を
片
付
け
る
よ
う
に
誘
っ
た

り
す
る
な
ど
、
子
ど
も
が
集
中
で

き
る
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
食
事
の
時
な
ど
は
テ
レ
ビ
を
消

し
た
り
、
興
味
を
引
く
も
の
は
隠

し
て
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
配
慮

も
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
お
も
ち
ゃ
の
数
を
限
定

し
片
付
け
や
す
く
し
た
り
、「
何

を
」「
ど
こ
に
」
片
付
け
る
の
か

幼児の子育てのこ
・ ・
つ

 困ったら専門家に相談も

健
康
ラ
イ
フ

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

◆作り方
①おから、片栗粉、水、塩、コショウをよく混ぜ
　てひとかたまりにし、ピザ生地を作る。２つに
　分けておく。
②牛肉は食べやすい大きさに切り、Ａに漬け込む。
③パプリカとタマネギは薄切りにする。
④②③を炒め、しょうゆで味をつける。
⑤フライパンに油をひき、①を入れ、なるべく厚
　みが均等になるよう手でフライパンいっぱいに
　のばす。中火にかけ、ふたをして５分程度焼く。
⑥軽く焦げ目がついたら裏返す。Ｂをぬって④と
　チーズを載せ、ふたをして中火で８分程度焼く。

し
、
ま
た
、
や
っ
て
み
た
い
と
い

う
気
持
ち
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
手
伝
い
や
身
の
回
り
の
こ
と
を

自
立
的
に
で
き
た
と
き
は
、
し
っ

か
り
と
褒
め
て
、
好
ま
し
い
行
動

を
教
え
ま
し
ょ
う
。

良
い
・
悪
い
は
は
っ
き
り
と

　
「
子
ど
も
が
騒
ぐ
か
ら
」「
時
間

が
な
い
か
ら
」
な
ど
の
理
由
で
、

そ
の
時
々
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
良

い
行
動
や
悪
い
行
動
へ
の
対
応
が

異
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
子
ど
も
は
一
貫
し
た
ル
ー
ル
を

繰
り
返
し
教
え
て
も
ら
う
こ
と

で
、物
事
の
良
し
悪
し
を
学
び
ま
す
。

　
子
ど
も
に
ル
ー
ル
を
伝
え
る
と

き
の
こ
つ
は
、
動
作
や
表
情
、
口

調
を
工
夫
す
る
こ
と
で
す
。

　
褒
め
る
と
き
は
、
笑
顔
で
拍
手

を
し
た
り
、頭
を
な
で
た
り
し
て
、

少
し
大
げ
さ
な
く
ら
い
に
表
現
し

ま
す
。

　
怒
る
と
き
は
く
ど
く
ど
と
怒
ら

ず
に
、
厳
し
い
表
情
を
つ
く
っ
て

少
し
低
め
の
声
で
「
だ
め
」
と
い

う
こ
と
を
伝
え
、
同
時
に
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
子
ど
も
は
、
自
分
の
行
動

に
大
人
が
反
応
す
る
こ
と
を
楽
し

ん
で
、
好
ま
し
く
な
い
行
動
を
繰

り
返
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
あ
え

て
大
人
が
反
応
し
な
い
と
い
う
こ

と
も
必
要
で
す
。

　
危
険
が
な
い
よ
う
に
注
意
し
な

が
ら
、
少
し
知
ら
な
い
ふ
り
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
子
ど

も
が
好
ま
し
く
な
い
行
動
を
や
め

た
ら
、
し
っ
か
り
褒
め
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

予
定
を
伝
え
る

　
子
ど
も
は
、
新
し
い
こ
と
を
す

る
と
き
や
初
め
て
の
場
所
で
混
乱

し
た
り
、
日
常
生
活
の
中
で
か
ん

し
ゃ
く
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
何
を
す
る
の
か
」

「
い
つ
ま
で
す
る
の
か
」「
終
わ
っ

た
ら
何
を
す
る
の
か
」
が
分
か
る

と
、
子
ど
も
は
、
見
通
し
を
持
ち

安
心
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
新
し
い
こ
と
は
一
度
見
本
を
見

せ
て
お
い
た
り
、
言
い
聞
か
せ
が

き
く
子
に
は「
～
が
終
わ
っ
た
ら
、

～
を
し
よ
う
ね
」
と
予
告
を
す
る

と
良
い
で
し
ょ
う
。

つつ

子
ど
も
に
も
分
か
る
よ
う
な
工
夫

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
例
え
ば
、
お
も
ち
ゃ
の
写
真
や

絵
を
貼
っ
た
箱
を
用
意
し
、
同
じ

場
所
に
片
付
け
る
よ
う
に
す
る

と
、
何
度
も
声
を
掛
け
な
く
て
も

自
分
で
片
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

困
っ
た
ら
専
門
家
に
相
談

　
専
門
家
の
助
言
に
よ
り
、
子
ど

も
の
気
持
ち
や
発
達
段
階
を
理
解

し
、
発
達
の
状
況
に
合
わ
せ
た
関

わ
り
方
を
す
る
こ
と
で
、
子
育
て

の
負
担
を
軽
減
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
子
ど
も
の
健
診
や
乳

幼
児
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
な
ど
、

保
護
者
が
専
門
家
に
相
談
で
き
る

機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
本
紙
20
、
21
ペ
ー
ジ
の
く
ら
し

の
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
保
健
師
が
随
時
、
電
話

や
面
接
、
家
庭
訪
問
に
よ
り
、
子

育
て
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
、
独
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

14広報 せとうち No.9815 2013.1



▽
持
ち
物　
三
角
巾
、エ
プ
ロ
ン
、

　
布
巾
︵
食
器
用
︶、
持
ち
帰
り

　
用
容
器
、
餅
１
個

▽
定
員　
20
人

※
平
成
25
年
１
月
４
日
︵
金
︶
か

　
ら
受
付
開
始
。
先
着
順
・
定
員

　
に
な
り
次
第
締
切
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

長
船
町
公
民
館

 

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

 

百
人
一
首
と
ぜ
ん
ざ
い
作
り

　
１
月
の
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
、「
百
人
一
首
を
し
よ
う
」と「
ぜ

ん
ざ
い
を
作
ろ
う
」
で
す
。

　
百
人
一
首
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

遊
び
方
を
教
え
て
も
ら
え
る
の

で
、
初
め
て
の
人
も
楽
し
ん
で
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
お
正
月
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
な

が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

巻
の
九
十
六

　
瀬
戸
内
市
の
女
性
の
日
記
が
本

に
な
り
ま
し
た
。

　

日
記
を
書
い
た
の
は
吉
田

得と
く
こ子
。
明
治
24
︵
１
８
９
１
︶
年

邑
久
郡
本
庄
村
の
正
富
家
に
生
ま

れ
、
そ
の
後
、
笠
加
村
の
吉
田
関

治
と
結
婚
し
、
一
子
を
産
み
育
て

た
女
性
で
す
。

　
彼
女
は
、
西
大
寺
高
等
女
学
校

を
卒
業
し
た
後
、
小
学
校
の
教
員

と
な
り
ま
し
た
。
裳
掛
尋
常
小
学

校
を
皮
切
り
に
、
大
宮
、
国
府
、

行
幸
、
邑
久
、
就
将
尋
常
小
学
校

︵
現
牛
窓
北
小
学
校
︶
な
ど
に
勤

務
し
、
昭
和
４
︵
１
９
２
９
︶
年

に
退
職
す
る
ま
で
約
20
年
教
員
を

つ
と
め
ま
し
た
。
退
職
後
は
、
夫

と「
吉
田
ラ
ジ
オ
店
」を
開
業
し
、

ラ
ジ
オ
商
の
妻
と
し
て
活
躍
し
ま

し
た
。

　
得
子
は
、
教
員
生
活
や
商
売
を

通
じ
て
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
戦
後
、
笠

加
村
婦
人
会
長
に
就
任
し
、
昭
和

22
︵
１
９
４
７
︶
年
に
は
笠
加
村

議
会
議
員
に
当
選
し
て
い
ま
す
。

　
当
地
域
に
お
け
る
女
性
の
社
会

進
出
を
先
頭
に
立
っ
て
牽
引
し

た
人
物
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

女
性
の
日
記
に
学
ぶ
会

　

得
子
の
日
記
は
、
明
治
40

︵
１
９
０
７
︶
年
、
16
歳
の
と
き

に
始
ま
り
、
満
83
歳
で
亡
く
な
る

昭
和
49
︵
１
９
７
４
︶
年
ま
で
書

き
綴
ら
れ
、
現
在
62
冊
が
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
う
ち
、明
治
40

年
か
ら
昭
和
20
年
ま
で
に
つ
い
て

活
字
化
さ
れ
、出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
記
を
保
存
し
、
出
版
し
た
の

は
千
葉
県
を
拠
点
に
活
動
す
る

「
女
性
の
日
記
か
ら
学
ぶ
会
」︵
会

長
・
島
利
栄
子
︶
で
す
。

　
こ
の
会
で
は
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
と
い
う
時
代
を
駆
け
抜
け
た

得
子
の
日
記
に
魅
せ
ら
れ
、「
得

子
日
記
研
究
班
」
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。

　
こ
つ
こ
つ
と
研
究
を
続
け
、
15

年
が
経
過
し
た
こ
ろ
、
出
版
を
決

意
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
入
力
、

編
集
な
ど
で
さ
ら
に
１
年
半
を
か

け
て
、よ
う
や
く
出
版
に
至
り
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
の
普
及

　
日
記
か
ら
は
、
当
時
の
暮
ら
し

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
特
に
ラ
ジ
オ
に
関
す
る
記
述

は
貴
重
な
証
言
で
す
。

　
日
本
初
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
大
正

14
︵
１
９
２
５
︶
年
と
さ
れ
て
い

今月の月末図書整理日 （お休み） は、

　　１月 31 日（木）です。
※長船町公民館図書室は、１月 29 日、30 日、
　 ２月１日も図書の整理のため、 お休みです。
　■貸し出し ・ 問い合わせ先
　瀬戸内市立図書館　☎０８６９ - ２２ - ３７６１
　長船町公民館図書室　☎０８６９ - ２６ - ２５０１
　牛窓町公民館図書室　☎０８６９ - ３４ - ５６６３
　ＨＰ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/index.htm

BooKs

　
本
め
す
す

  　　　   今月のお

▽
場
所　
中
央
公
民
館
︵
邑
久
︶

▽
講
師　
中
央
公
民
館
職
員

▽
参
加
費　
３
０
０
円︵
材
料
代
︶

▽
持
ち
物　
三
角
巾
、エ
プ
ロ
ン
、

　
布
巾
︵
食
器
用
︶、
マ
ス
ク
、

　
持
ち
帰
り
用
容
器

▽
定
員　
15
人

※
平
成
25
年
１
月
４
日
︵
金
︶
か

　
ら
受
付
開
始
。
先
着
順
・
定
員

　
に
な
り
次
第
締
切
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館

最
近
で
は
価
格
も
手
ご
ろ
に
な
っ
た
デ
ジ
タ
ル
一
眼
レ

フ
カ
メ
ラ
。
そ
の
機
能
を
生
か
し
て
、
す
て
き
な
写
真

を
撮
り
ま
せ
ん
か
。
シ
ニ
ア
以
外
の
人
に
も
活
用
し
て

ほ
し
い
﹁
人
物
を
撮
る
た
め
の
入
門
書
﹂
で
す
。

シ
ニ
ア
の
た
め
の
写
真
塾

～
孫
を
１
０
０
倍
か
わ
い
く
撮
る
～

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ　

Ａ
Ｋ
Ｉ
・
木
村
文
平
⁝
監
修　

祥
伝
社

１年生から読める日本の名作どうわ　魔術
芥川龍之介…作　丹地陽子…絵　宮川健郎…編
岩波書店

 

男
性
料
理
講
座　

男
の
台
所

 

寒
い
時
期
に
ぴ
っ
た
り
の
鍋
料
理

　
公
民
館
の
男
性
料
理
講
座
「
男

の
台
所
」。
今
回
は
、
鍋
料
理
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

　
寒
い
時
期
に
ぴ
っ
た
り
の
鍋
料

理
を
学
ん
で
、
家
庭
で
も
鍋
を
囲

ん
で
温
か
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
平
成
25
年
２
月
７
日︵
木
︶

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

▽
場
所　
長
船
町
公
民
館

▽
講
師　
徳
持
朝
香
さ
ん

▽
参
加
費　

３
０
０
円
︵
年
間
登

　
録
料
︶
と
材
料
代

▽
日
時　
平
成
25
年
１
月
12
日︵
土
︶

　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

▽
場
所　
長
船
町
公
民
館

▽
講
師　
水
田
正
子
さ
ん

▽
参
加
費　
無
料

▽
持
ち
物　
三
角
巾
、エ
プ
ロ
ン
、

　
布
巾
︵
食
器
用
︶、
餅
１
個

▽
定
員　

な
し

※
平
成
25
年
１
月
４
日
︵
金
︶
か

　
ら
受
付
開
始
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

長
船
町
公
民
館

 

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ス
イ
ー
ツ
作
り

　
２
月
の
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ス
イ
ー
ツ
作

り
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

　
手
軽
に
作
れ
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
使
っ
た
レ
シ
ピ
で
す
。

▽
日
時　
平
成
25
年
２
月
２
日︵
土
︶

　
午
前
10
時
～
正
午

ま
な
び
の
部
屋

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

健
康
ラ
イ
フ

ある時雨の降る晩のこと、小さな西洋館で「わたし」
は不思議な魔術を目にします。誰でも使えると知り、
教えてくれるよう頼みますが…。脚注もついている
ため、子どもでも日本語の美しさも味わいながら内
容を楽しむことができます。また、挿絵が不思議な
作品のイメージを引き立てています。

国
的
に
ラ
ジ
オ
が
普
及
し
て
い
く

時
期
で
あ
り
、
日
記
か
ら
販
路
を

順
調
に
拡
大
し
て
い
く
様
子
が
見

て
取
れ
ま
す
。
た
だ
、
故
障
も
多

か
っ
た
ら
し
く
、
修
理
や
部
品
交

換
な
ど
の
記
述
も
頻
繁
に
見
ら
れ

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
日
記
か
ら
は
、結
婚・

出
産
を
め
ぐ
る
習
慣
や
、
姑
と
の

関
係
な
ど
働
く
女
性
の
苦
労
や
服

装
の
変
化
、
自
転
車
の
普
及
、
災

害
の
様
子
な
ど
、
暮
ら
し
の
様
子

が
う
か
が
え
ま
す
。

　
こ
の
時
代
の
瀬
戸
内
市
の
暮
ら

し
が
実
際
に
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
、
日
記
に
は
公
式
記
録
な
ど
に

現
れ
な
い
部
分
も
あ
り
、
地
域
の

貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

時
代
を
駆
け
抜
け
た
女
性
の
日
記

ま
す
。
３
月
に
仮
発
信
所
か
ら
第

一
声
が
放
送
さ
れ
、
７
月
12
日
に

東
京
で
本
放
送
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

得
子
の
日
記
に
は
、
早
く
も

こ
の
年
の
７
月
14
日
に
、「
四
校

時
に
て
西
大
寺
へ
行
く
。︵
中
略
︶

ア
ン
テ
ナ
ラ
ヂ
オ
の
取
り
附
け
し

ゐ
る
を
見
る
」
と
い
う
ラ
ジ
オ
の

記
述
が
登
場
し
ま
す
。

　
ま
た
、
９
月
５
日
に
は
「
ラ
ヂ

オ
の
放
送
を
学
校
に
て
き
く
日
に

て
、︵
中
略
︶
い
た
く
風
吹
き
あ

れ
て
恐
ろ
し
き
程
な
り
し
も
、
割

合
に
よ
く
き
こ
ゑ
た
り
」
と
あ
り

ま
す
。

　
得
子
は
、昭
和
５
︵
１
９
３
０
︶

年
に
夫
婦
で
ラ
ジ
オ
店
を
開
き
ま

し
た
。
昭
和
初
期
と
い
え
ば
、
全

楽しみながらバレンタインスイーツを作りませんか

『時代を駆ける
吉田得子日記 1907-1945』
女性の日記から学ぶ会…編
島利栄子・西村榮雄…編集責任
みずのわ出版　10,500 円（税込）

瀬戸内市立図書館、長船町公民館図書室、牛
窓町公民館図書室で借りることができます。
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瀬
戸
内
市
立
美
術
館
企
画
展

 

佐
竹
徳
と
大
倉
道
昌
展

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、
企

画
展
「
佐
竹
徳
と
大
倉
道
昌
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
本
紙
平
成
24
年
12
月
号
瀬
戸
内

発
見
伝
で
も
紹
介
し
た
、
現
在
フ

ラ
ン
ス
で
活
躍
し
て
い
る
大
倉
道

昌
画
伯
の
渡
仏
す
る
前
の
初
期
の

作
品
を
は
じ
め
、
渡
仏
後
に
パ
リ

で
描
い
た
作
品
か
ら
油
彩
画
だ
け

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

 

参
加
企
業
募
集

 

障
害
者
雇
用
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

　
瀬
戸
内
市
地
域
自
立
支
援
協
議

会
で
は
、
障
害
者
雇
用
の
促
進

に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
、「
障
害
者
雇
用
啓
発
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
障
害
者
雇
用
に
取
り

組
む
企
業
や
事
業
所
、
関
係
機
関

職
員
、
そ
の
他
障
害
者
雇
用
に
関

心
の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル
ま

で
申
し
込
み
の
上
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

▽
日
時　
平
成
25
年
１
月
24
日︵
木
︶

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
参
加
費　
無
料

▽
内
容

①
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
助
成
金

　
お
よ
び
企
業
の
た
め
の
相
談
窓

　
口
の
紹
介

②
企
業
に
よ
る
障
害
者
雇
用
の
事

くらしの情報

 
長
期
休
館
に
入
り
ま
す

 
邑
久
郷
土
資
料
館

　
中
央
公
民
館
︵
邑
久
町
尾
張
︶

の
北
側
に
あ
る
邑
久
郷
土
資
料
館

が
平
成
25
年
２
月
１
日
か
ら
、
展

示
・
収
蔵
資
料
の
移
転
に
伴
い
、

休
館
し
ま
す
。

　
２
月
１
日
以
降
は
、
同
館
内
の

喜
之
助
記
念
室
を
は
じ
め
６
部
屋

の
展
示
室
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
休
館
に
先
立
ち
「
邑
久
郷
土
資

料
館
あ
り
が
と
う
～
人
形
劇
と
ふ

る
さ
と
マ
ナ
ビ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▽
日
時　
平
成
25
年
１
月
26
日

　
︵
土
︶
午
後
１
時
30
分
～
午
後

　
４
時
30
分

▽
場
所　
邑
久
郷
土
資
料
館

▽
内
容

　

・
人
形
劇
「
喜
之
助
さ
ん
に
贈
る

　
人
形
劇
」

　

・
学
芸
員
に
よ
る
資
料
解
説
「
見

　
て
み
よ
う
！　
郷
土
資
料
館
」

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
４

　
例
発
表

▽
申
込
方
法　
平
成
25
年
１
月
15

　
日
︵
火
︶
ま
で
に
電
話
で
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
受
付
時
間
は
、火
～
土
曜
日︵
祝

　
日
を
除
く
︶
の
午
前
９
時
～
午

　
後
４
時
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
０

 

募
集
し
ま
す

 

放
送
大
学
４
月
入
学
生

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年
度

第
１
学
期
︵
４
月
入
学
︶
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

イ
ル
が
、「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」で
す
。

　
扇
風
機
な
ど
を
利
用
し
て
、
部

屋
の
上
部
に
た
ま
る
暖
か
い
空
気

を
循
環
さ
せ
る
な
ど
の
工
夫
を
し

て
、
暖
房
時
の
室
温
を
20
℃
を
め

ど
に
調
整
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
温
か
い
食
べ
物
や
飲
み

物
で
体
の
中
か
ら
冷
え
を
シ
ャ
ッ

ト
ア
ウ
ト
し
た
り
、
重
ね
着
や

ひ
ざ
掛
け
、
保
温
性
に
優
れ
た
機

能
性
素
材
の
下
着
を
活
用
す
る
な

ど
、
上
手
に
体
温
を
調
節
す
る
の

も
効
果
的
で
す
。
そ
の
他
、
み
ん

な
が
１
つ
の
部
屋
に
集
ま
っ
て
過

ご
し
た
り
、
暖
房
を
止
め
て
ま
ち

に
出
掛
け
た
り
す
る
こ
と
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
の
冬
、
衣
食
住
の
工
夫
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
を
見
直
し
、

環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
地
球
温
暖
化
対
策
室

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
２
９
８

で
な
く
、
パ
ス
テ
ル
画
や
木
炭
デ
ッ

サ
ン
画
な
ど
40
点
を
展
示
し
ま
す
。

　
ま
た
昭
和
34
︵
１
９
５
９
︶
年

に
初
め
て
牛
窓
を
訪
れ
、
オ
リ
ー

ブ
の
あ
る
風
景
に
心
惹
か
れ
、
満

１
０
０
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
牛
窓

の
風
景
を
ひ
た
す
ら
見
つ
め
描
き

続
け
た
佐
竹
徳
画
伯
の
松
を
描
い

た
３
作
品
や
当
館
初
展
示
作
品
11

点
を
含
む
31
点
を
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間　
平
成
25
年
１
月
27
日︵
日
︶

　
ま
で

※
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
︵
１

　
月
14
日
を
除
く
︶・
祝
日
の
翌

　
日
・
年
末
年
始
︵
12
月
28
日
か

　
ら
１
月
４
日
ま
で
︶
で
す
。

▽
開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
︵
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
︶

▽
観
覧
料　
一
般
４
０
０
円
、
団

　
体
︵
20
人
以
上
︶
お
よ
び
65
歳

　
以
上
３
０
０
円
、　
中
学
生
以

　
下
無
料

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
正
規
の

大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
の
目
的
で
幅
広
い

世
代
・
職
業
の
人
が
、
幅
広
い
分

野
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

▽
出
願
期
間　
平
成
25
年
２
月
28

　
日
︵
木
︶
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６-

２
５
４-

９
２
４
０

　

HPhttp://w
w

w
.ouj.ac.jp

　
タ
ー
︵
岡
山
市
北
区
御
津
伊
田

　
２
７
５
０
︶

▽
参
加
費　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
︵
財
︶
岡
山
県
動
物
愛
護
財
団

　

☎
０
８
６
７-

２
４-

３
２
８
８

 

危
険
で
す

 

素
人
に
よ
る
ふ
ぐ
の
調
理

　

ふ
ぐ
に
よ
る
食
中
毒
の
大
半

は
、
飲
食
店
な
ど
の
営
業
施
設
で

は
な
く
、
釣
っ
た
ふ
ぐ
を
家
庭
で

調
理
し
た
場
合
に
よ
る
も
の
で
す
。

  

ふ
ぐ
の
毒
の
強
さ
は
青
酸
カ
リ

の
１
、０
０
０
倍
と
い
わ
れ
、
加

熱
や
冷
凍
で
も
消
え
ま
せ
ん
。
主

に
ふ
ぐ
の
肝
臓
や
卵
巣
に
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
皮
や

筋
肉
な
ど
に
含
ま
れ
る
種
類
も
あ

り
、
漁
獲
海
域
、
季
節
に
よ
っ
て

も
異
な
り
ま
す
。

　
ふ
ぐ
を
安
全
に
調
理
す
る
に
は

専
門
的
な
知
識
と
技
術
が
必
要
で

す
。
素
人
に
よ
る
調
理
は
大
変
危

険
で
す
の
で
、
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
生
活
衛
生
課

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
３
３
８

く
ら
し
の
情
報

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

大倉道昌作「入江の松」

岡山県最低賃金が改定

　岡山県最低賃金が平成 24 年 10
月 24 日から時間額 691 円に改定さ
れています。最低賃金制度とは、最
低賃金法に基づいて国が賃金の最低
限度を定め、使用者は、その最低賃
金額以上の賃金を労働者に支払わな
ければならないとする制度です。
　最低賃金には、岡山県内のすべて
の労働者とその使用者に適用される

「岡山県最低賃金」のほかに、特定
の産業の労働者とその使用者に適用
される「特定最低賃金」があります
ので、ご注意ください。
■問い合わせ先
　岡山労働局労働基準部賃金室
　☎０８６ - ２２５ - ２０１４

 

求
職
者
を
支
援
し
ま
す

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
無
料
相
談

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
失
業
に

よ
り
住
居
や
生
活
に
困
っ
て
い
る

人
が
一
人
で
も
多
く
再
就
職
で
き

る
よ
う
に
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
支
援

の
ほ
か
、
自
治
体
や
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
関
係
機
関
の
各
支
援
策

を
ご
案
内
し
ま
す
。

　
予
約
不
要
で
、
相
談
は
無
料
で

す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大
寺

　

岡
山
市
東
区
河
本
町
３
２
５-

４

　

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
２
１
２ 

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
︵
土
・
日
曜
日
︑
祝
日
を
除
く
︶

  

取
り
組
み
ま
せ
ん
か

 

衣
食
住
で
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

　
岡
山
県
で
は
、
11
月
１
日
か
ら

３
月
31
日
ま
で
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
に
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」

県
民
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
過
度
な
暖
房
機
器
の
使
用
を
控

え
て
、
暖
房
時
の
室
温
が
20
℃
で

も
快
適
に
過
ご
せ
る
ラ
イ
フ
ス
タ

 

参
加
し
ま
せ
ん
か

 

犬
の
し
つ
け
方
教
室

　　
岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で

は
、
犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
毎
月

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
犬
の
健
康
管
理
や
関
係
法
令
を

学
ぶ
講
習
会
と
飼
い
犬
へ
の
具
体

的
な
し
つ
け
方
を
学
ぶ
実
技
講
習

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
に
申

し
込
み
の
上
、
ご
家
族
皆
さ
ん
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

　

①
し
つ
け
方
講
習
会　
毎
月
第
１

　
日
曜
日　
午
前
10
時
～
正
午

　

②
し
つ
け
方
実
技　
毎
月
第
３
日

　
曜
日　
午
前
10
時
～
正
午

※
実
技
の
み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
実
技
に
参
加
で
き
る
犬

　
　

５
カ
月
か
ら
２
才
未
満
の
健
康
な

犬
︵
登
録
、
狂
犬
病
予
防
注
射
、
混

合
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
み
で
あ
る
こ
と
︶

▽
場
所　
岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
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健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5カ月児） 1 月 15 日（火） 平成 24 年    8 月生

乳児健診
（9・10 カ月児） 1 月 16 日（水） 平成 24 年    4 月生

1 歳６カ月児健診 1 月 9 日（水） 平成 23 年    6 月生
2 歳児健診 1 月 10 日（木） 平成 22 年    9 月生

3 歳児健診 1 月 23 日（水） 平成 21 年    7 月生

子どもの健診

人の動き《平成 24 年 12 月 1 日現在》

人口 ３９，１２０人 （－１０）
男 １８，６３２人  （－１５）
女 ２０，４８８人 （＋　５）

世帯 　１４，９３３世帯 （＋１７）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２

▽ 場　　所　ゆめトピア長船　

▽ 受付時間　午後 1 時 15 ～ 45 分

      　　2013　January
1

　　１月４日（金）に時間延長する窓口業務は、市民課、税務課、収納推進課の業務の一部です。取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い合わせください。
　■問い合わせ先　・市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５　・税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４　・収納推進課　☎０８６９ - ２２ - ２４６４
　　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
　■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９ - ２２ - ２２１１　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

くらしの情報

①行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
②心配ごと相談（内容はどんな相談でも OK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９ - ２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９ - ２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９ - ３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９ - ２２ - ３９２２
④住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９ - ２２ - ２６４９
⑤育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６ - ２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９ - ２６ - ５９４３
⑪ジョブスポットせとうち出張相談会
　（求職者を対象とした相談）
　【相談員：職業相談員など】
　■問い合わせ先
　　福祉課　☎０８６９ - ２６ - ５９４１
※①～⑪の相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：消費生活相談員、生活環境課職員（予約不要・
　市役所開庁日に相談受付）】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９ - ２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもり
　を含む）・発達障害などに関する相談）
　■問い合わせ先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　■問い合わせ・予約先
　　福祉課
　　☎０８６９ - ２６ - ５９４３

各 種 相 談

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

12/30 12/31 1  元日 2 3 4   官公庁仕事始め

　窓口業務の時間延長
　17：15 ～ 19：00
　瀬戸内市役所

5 

6 7 8
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
⑪ジョブスポットせと
　うち出張相談会
　10：00 ～ 12：00
　13：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

9
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

10
⑪ジョブスポットせと
　うち出張相談会
　10：00 ～ 12：00
　13：00 ～ 15：00
　牛窓支所

11  
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
⑨乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

12

13
体協　歩こう会　
　由加山コース
　8：29 邑久駅発赤穂線
体協　瀬戸内市冬季ソフ
トバレーボール大会
　8：30 ～（受付）
　牛窓中学校体育館

14   成人の日 15 16
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
④住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

17
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所

18 19
体協　瀬戸内市新春ペタ
ンク大会　8：30 ～
　邑久スポーツ公園グラ
ウンド（駐車場）

20
体協　瀬戸内市硬式テニ
ス教室　9：30 ～
　邑久スポーツ公園テニ
スコート

21 22
⑤育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
体協　瀬戸内市卓球ミッ
クスダブルス選手権大会
　19：00 ～
　牛窓体育館
※ 2 月 19 日（火）まで
　毎週火曜日実施

23
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

24
⑩わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

25
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

26
体協　瀬戸内市民ゴルフ
睦月大会　9：00 ～
　長船カントリークラブ

27
体協　瀬戸内市冬季バレ
ーボール大会　9：00 ～
　牛窓体育館
体協　瀬戸内市硬式テニ
ス教室　9：30 ～
　邑久スポーツ公園テニ
スコート

28 29
⑨乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

30 31 2/1 2/2  

生活習慣病教室
　市民病院では、毎月１回、生活習慣病教室を開催しています。
　興味のある人は、ぜひご参加ください。

▽ 日時　１月 18 日（金）　午前 11 時～

▽ 場所　瀬戸内市民病院

▽ テーマ　「不眠について」

▽ 講師　浅海昇氏（瀬戸内市民病院　内科医）

▽ 定員　30 人（食事付きは 24 人）

▽ 参加費　食事付き 500 円（食事なし 100 円）

▽ 申込期間　１月４日（金）～ 17 日（木）
■問い合わせ・申込先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９ - ２２ - １２３４

子どもの発達相談
　子どもの成長や発達について、小児科専門医が相談に応じ、
発達検査も行います。

▽ 日時　１月 30 日（水）（要予約）
※時間は予約後に決定します。

▽ 場所　ゆめトピア長船

▽ 相談員　小児科専門医

▽ 相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２

よりそいホットライン
　一般社団法人社会的包摂サポートセンターの「よりそいホッ
トライン」 は、どんな人の、どんな悩みにも寄り添って、一緒
に解決する方法を探します。電話相談の専門員が相談に応じま
す。独りで抱え込まずに、お電話ください。
　24 時間相談を受け付けており、全国どこからでも、通話料
はかかりません。また、秘密は厳守します。携帯電話、ＰＨＳ、
公衆電話からもかけることができます。
　なお、ＦＡＸでも相談を受け付けていますが、回答にお時間
をいただく場合があります。
■問い合わせ・相談先
　よりそいホットライン　☎０１２０ - ２

つ な ぐ
７９ - ３

さ さ え る
３８

　ＦＡＸ　０３ - ３８６８ - ３８１１

多重債務無料法律相談会
　岡山県では、岡山弁護士会、岡山県司法書士会の協力を得て

「多重債務無料法律相談会」を開催します。クレジット、サラ
金などの借金（多重債務）問題は、法律専門家の支援があれば
解決できる問題です。深刻な状況に追い込まれる前に、一刻も
早く解決策を検討することが重要です。秘密は守られますので、
独りで悩まず、勇気を出してご相談ください。
　次のことに一つでもあてはまれば、相談をお勧めします。
①二つ以上の金融業者から借金があり、返すのが遅れがちにな
　っている。
②借金を返すために、また別の金融業者から借りる自転車操業
　になっている。
③借金を返すことに追われ、生活が行き詰まり、税金、公共料
　金、授業料、家賃などの支払が滞っている。
④借金で悩んでおり、「誰に相談すればよいか」「どこに相談す
　ればよいか」分からなくて途方にくれている。

▽ 日時　平成 25 年１月 19 日（土）午前 10 時～午後 3 時
※予約は不要です。

▽ 場所　岡山県消費生活センター
　（岡山市北区南方２丁目 13-1 きらめきプラザ５階）

▽ 相談料　無料
■問い合わせ先
　岡山県くらし安全安心課　☎０８６ - ２２６ - ７３４６

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題
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！
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ら
し
の
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な
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健
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１月納期の市税・保険料
　市県民税【４期】
※納付期限は１月 31 日（木）です。
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。
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投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、
続柄：２人まで）からのひとこと
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
でまちづくり推進課へ送付してく
ださい。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　まちづくり推進課
　☎０８６９- ２２ - １０３１
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

投稿をお待ち

①１歳のお子さん
氏名、生年月日

続柄：２人まで）
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の
④イラスト・絵手
⑤瀬戸内市の風景
写真の題名、撮

時、コメントなど
★応募方法
住所・氏名・電

はがき・ＦＡＸ・
でまちづくり推進
ださい。
　匿名・ペンネー
合は、その旨もお
★留意点
原則として、投

た原稿や作品は返
　掲載の都合上、
掲載できない場合
で、あらかじめご
■問い合わせ・応
　〒７０１-４２
　瀬戸内市邑久町
瀬戸内市役所　
　☎０８６９- ２

FAX ０８６９ - ２
mail:hiroba@city.
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▼
最
近
は
、
紙
面
で
も
紹
介
し
た
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
皆
さ
ん
（
机
の
配
置

は
自
分
の
正
面
）
の
活
動
を
目
に
し
な

が
ら
広
報
紙
を
編
集
す
る
日
々
で
す
。

▼
市
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
協
力
隊
の
目
か
ら
見
た
瀬
戸
内

市
」。
こ
の
刺
激
を
よ
り
良
い
紙
面
作

り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ナ
ガ

▼
冬
は
、
屋
外
で
の
行
事
が
少
な
く
な

り
、
講
演
会
な
ど
を
取
材
す
る
機
会
が

増
え
る
季
節
。
毎
回
、
興
味
深
い
話
に

引
き
込
ま
れ
な
が
ら
、
記
事
を
書
く
た

め
の
メ
モ
を
取
り
ま
す
。
▼
１
〜
２
月

は
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
が
多
数
開
催
さ

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
会
場
に
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。　
　

よ
し
こ

    けいじばん
けいじばんわが家の宝１歳です！

石原遥遥
は る かは る か

香香ちゃんちゃん
お住まい　長船町土師　長船町土師
ひとこと 
笑顔がカワイイはるかチャ
ン。３人兄妹仲良く大きく
なってね。

（父 功雄さん・母 志摩さん）

石石石
おお
ひひ
笑笑
ンン
なななななな

（（

Haruka
平成23年 3月 5日生まれ

a

Akihito 平成23年 3月 12日生まれ

山田山田暁暁
あきひとあきひと

仁仁ちゃんちゃん
お住まいお住まい　邑久町山田庄　邑久町山田庄
ひとこと　ひとこと　
暁仁は我が家の王子様、とっ暁仁は我が家の王子様、とっ
てもわがままだけど、大好きてもわがままだけど、大好き
だよ！だよ！
（父 泰裕さん・母 舞子さん）（父 泰裕さん・母 舞子さん）

市民ギャラリー
▼山本敏子さん

第 31回今城スポーツ少年団大和杯交歓大会
ソフトボールの部とバレーボールの部
第

　瀬戸内市シルバー人材センター
では、シルバー普及月間の 10 月
に市内３カ所でボランティア活動
を行いました。邑久、長船、牛窓
の３事業所では、31 人の会員が
朝早くから市内の公共施設を中心
に剪

せんてい

定作業などを手際よく行い、

　11 月３日、邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館および野球場で、第 31
回今城スポーツ少年団大和杯交歓大会を開催しました。
　今城スポーツ少年団育成会の会員、指導者などにより昭和 57 年に
創設したこの大会は、毎年 11 月３日（文化の日）に市内や近隣市町
から多くの少年団、育成会の皆さんを招き実施しています。

市内各地でボランティア活動を実施
瀬戸内市シルバー人材センター

Mito
 平成 23年 1月 19日生まれ

山根心心
み と

透ちゃんちゃん
お住まいお住まい　邑久町下山田　邑久町下山田
ひとこと　ひとこと　
いっぱいあそんで♪いっぱい食べて♪いっぱいあそんで♪いっぱい食べて♪
元気にすくすく大きくなって、みんな元気にすくすく大きくなって、みんな
を笑顔にしてね☆を笑顔にしてね☆
（父 浩揮さん・母 知子さん）（父 浩揮さん・母 知子さん）

　今回は、ソフトボールの部に
12 チーム、バレーボールの部に
13 チームが参加し熱戦を繰り広
げました。
今城スポーツ少年団
ソフトボール育成会会長　山口直也
バレーボール育成会会長　太田千保子

その後チラシを配布するなど普及啓発も実施しました。
　シルバー人材センターでは、「普段やっている自分たちの仕事で
地域の人たちに少しでもお役に立てれば」「地域の皆さんにシルバー
人材センターの活動を少しでも理解してもらいたい」という思いで、
毎年市内各所でこの活動を行っています。シルバー事業に興味のあ
る人は、ご連絡ください。
■問い合わせ先
　公益社団法人瀬戸内市シルバー人材センター
　☎０８６９-２４ - ０４６７

Mit
平平平平平成 23年 1月 19日生まれ

み とみ と

透透

いう思いで、
業に興味

、
味のあ

瀬戸内写真館
題名　行く秋（大いちょう）
撮影場所　大窪八幡宮
撮影日時　平成 24 年 11 月 25 日
撮影者　小倉芳子さん
コメント　今年もみごとに黄

こうよう

葉
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